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台湾からデニソワ人 

—台湾最古の人類化石はデニソワ人男性の下顎骨だった— 

金沢大学古代文明・文化資源学研究所／医薬保健研究域附属サピエンス進化医学研究

センターの覚張隆史准教授は、総合研究大学院大学の蔦谷匠助教を中心とした日本、台

湾、デンマークの国際共同研究チームと共同で、台湾最古の人類化石の古代タンパク質

配列を調べ、これが旧人の「デニソワ人」男性に由来することを明らかにし、Science 誌

に報告しました。

「デニソワ人」は、2010 年にシベリアのデニソワ洞窟で見つかった骨や歯の断片から

抽出された古代ゲノムによって、存在が示された旧人集団に対する仮称（ニックネーム）

です。ネアンデルタール人とは異なる系統で、化石はシベリアとチベットでしか見つか 

っていませんでした。姿や分布域は謎に包まれており、解明が進められています。

本国際共同研究において、覚張隆史准教授は、デニソワ人の古代 DNA 分析を担当し

ました。 

本研究は、同時代に地球上に生息したネアンデルタール人や私たちホモ・サピエンス

と比べて、デニソワ人の顎と歯がだいぶ頑丈でごついことも明らかにしました。本研究

成果によって、謎に包まれていたデニソワ人の姿や分布がより明確になりました。 
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【本件に関するお問い合わせ先】 

■研究内容に関すること

古代文明・文化資源学研究所 准教授

覚張 隆史（がくはり たかし) 
TEL：076-264-6179 
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■広報担当

金沢大学人間社会系事務部総務課総務担当

川上 菜月（かわかみ なつき）

TEL：076-264-5450
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台湾からデニソワ⼈ 
—台湾最古の⼈類化⽯はデニソワ⼈男性の下顎⾻だった— 

 
【研究概要】 
l 総合研究⼤学院⼤学の蔦⾕匠助教と澤藤りかい特別研究員 (現 九州⼤学講師)、東京⼤学の

海部陽介教授と太⽥博樹教授、台湾の國⽴⾃然科學博物館の張鈞翔センター⻑、コペンハー
ゲン⼤学のフリード・ウェルカー准教授とエンリコ・カッペリーニ准教授など、⽇本、台
湾、デンマークの国際共同研究チームは、台湾最古の⼈類化⽯の古代タンパク質配列を調
べ、これが旧⼈の「デニソワ⼈」男性に由来することを明らかにし、Science 誌に報告しまし
た。 

l 台湾の澎湖 (ほうこ) ⽔道の海底から発⾒されていた原始的な⼈類 (澎湖⼈) の下顎⾻化⽯ 
(澎湖 1号: 19‒1万年前) は、発表当時、その形態的独⾃性と原始性から「アジアで発⾒され
た第４の原⼈」とされました (注 1) (図 1)。その形態学的評価は変わりませんが、今回の分
析で、⼈類進化史におけるその位置づけが変わりました。 

l アジア東部、特に南東部の現代⼈のゲノムにはデニソワ⼈由来の要素があり、当地で両者が
交雑したと推測されていました。しかし、デニソワ⼈の化⽯はこれまでアジア北部でしかみ
つかっていませんでした。本研究は、デニソワ⼈がアジア南東部にも分布していたことを化
⽯の物的証拠から直接的に⽰しました。 

l 本研究は、同時代に地球上に⽣息したネアンデルタール⼈や私たちホモ・サピエンスと⽐べ
て、デニソワ⼈の顎と⻭がだいぶ頑丈でごついことも明らかにしました。これらの成果によ
って、謎に包まれていたデニソワ⼈の姿や分布がより明確になりました。 

 

 
図 1. 澎湖 1号の下顎⾻を左側⾯から写した写真。(撮影：東京⼤学・海部⽒) 

  



【研究の背景】 
「デニソワ⼈」は、シベリアのデニソワ洞窟でみつかった⾻や⻭の断⽚から抽出された古代ゲ
ノムによって、2010 年に存在が⽰された旧⼈集団に対する仮称 (ニックネーム) です。ネアンデ
ルタール⼈とは別系統の旧⼈ということがわかっていますが、その確実な化⽯は、これまでシベ
リアとチベットの 2ヶ所の遺跡でしかみつかっておらず、化⽯も⻭や指の⾻などごく断⽚的なも
のがほとんどです [⽂献 1]。そのためデニソワ⼈の姿や実際の分布域は謎に包まれており、多く
の研究者がその解明に取り組んでいます [⽂献 2,3]。実際には、すでに知られているアジアの古
代型⼈類化⽯のいくつかはデニソワ⼈である可能性が⾼いと考えられます。しかし、それらの化
⽯の DNA あるいはタンパク質の配列に記録された遺伝情報がわからないかぎり、どの化⽯がデ
ニソワ⼈のものなのかは不明です。 

 
デニソワ⼈の姿かたちがよくわかっていない⼀⽅で、ゲノムの研究から、デニソワ⼈と私たち

ホモ・サピエンス (現⽣⼈類) とのあいだには交雑があったということが明らかにされていま
す。おそらくアジア、特に東南アジア周辺やおそらくはオセアニアで、数万年前に交雑が起こっ
た可能性が⾼いということがこれまでの研究でわかっており、⽇本列島に暮らす現代⼈のゲノム
にもわずかですがデニソワ⼈との交雑の痕跡が残っています [⽂献 4]。こうした事実は世界を驚
かせました。 

 
本研究の共著者である張と海部は、2015 年に、台湾最古の⼈類化⽯である下顎⾻ (澎湖 1号、

通称「澎湖⼈」) を報告していました [⽂献 5] (図 1)。この化⽯は過去⼗数万年のあいだに海⽔
⾯が低下して陸地となっていた時期があった台湾の澎湖⽔道の海底からさらいあげられたもので 
(図 2)、2015 年当時は、その独特かつ原始的な形態から、「アジア第４の原⼈」と位置づけられ
ました。この⾒解を検証するため、この化⽯から古代 DNA を抽出する試みも⾏われましたが、
おそらく DNA が分解されすぎていたため、うまくいきませんでした。 

 

 
図 2. ⼲潮時の澎湖諸島の海岸。遠浅の海が広がっている様⼦がわかる。(撮影：総研⼤・蔦⾕

⽒) 
 
今回、本研究チームは、澎湖 1号に含まれる過去のタンパク質 (古代タンパク質) を抽出する

ことに成功し、遺伝情報を記録したその配列から、この化⽯がデニソワ⼈の男性に由来すること
を明らかにしました。この結果から、デニソワ⼈がアジア南東部にも⽣息するという、ゲノムの
研究から得られていた推測が、化⽯記録からも⽀持され、デニソワ⼈についての⼤きな謎のひと
つが解明されました (図 3)。 
 



 
図 3. 研究成果をもとに想像したイメージイラスト。台湾の明るい太陽の下を頑丈なデニソワ⼈の
男性が歩いている。(作画：孫正涵 (Cheng-Han Sun) ⽒) 

 
【研究の成果】 

本研究からは以下の結論が得られました。 
 

l 澎湖 1号の⾻と⻭からは、コラーゲンやアメロブラスチンなど 51種類の内在タンパク質に由
来する合計 4241残基のアミノ酸配列が得られました。このなかにはデニソワ⼈に特有となる
2ヶ所が確認されました。配列をもとに系統樹を描くと、澎湖 1号は既知のデニソワ⼈と同
じグループに区分されました。 
 

l 澎湖 1号の⻭からは、男性にのみ存在する型のタンパク質 (Y型アメロゲニン) が⾮常に⾼
い信頼性のもとに検出されました。このことから、澎湖 1号は遺伝的に男性であったことが
明らかになりました。 
 

l この下顎⾻ (澎湖 1号) がデニソワ⼈のものであるとわかったことで、デニソワ⼈の顎や⻭
の形態がより明確になりました。同時期に地球上に⽣息していたネアンデルタール⼈やホ
モ・サピエンスと⽐較して、デニソワ⼈の⻭や顎は頑丈でごつい特徴をもっていることが明
らかになりました。同じホモ属のなかで異なる⽅向性の進化が起こったことを⽰す結果で
す。 
 

l ゲノムの研究より、デニソワ⼈と私たちホモ・サピエンスの主要な交雑はアジアの南東部で
起こったことが⽰唆されています。しかし、確実なデニソワ⼈の化⽯がみつかっていたのは
これまでアジア南東部から遠く北に離れたシベリアとチベットのみでした。今回、台湾から
デニソワ⼈の化⽯が得られたことで、デニソワ⼈がアジア南東部にまで分布していたことが
明らかになりました。 
 



l 本研究を含むいくつもの研究で、古代 DNA が分解されて配列が解読できなかった標本で
も、古代タンパク質は残存しており、その化⽯の由来する⽣物分類群を正確に推定できる場
合があることが⽰されています [⽂献 6,7]。本研究の成果は、化⽯の残存状況が悪く古代
DNA が回収できないことの多いアジア南東部の⼈類進化研究において、今後、古代タンパク
質の分析が重要な⼿法になっていくことを予⾒させるものです。

l （参考情報）化⽯に含まれるタンパク質やDNA などの⽣体分⼦は多くが分解されており、
その解析には特別な技術や設備 (クリーン実験室など) が必要です。本研究では、コペンハ
ーゲン⼤学の世界最⾼レベルの実験設備を⽤いることで、現代のタンパク質の混⼊による汚
染の影響を最⼩限に抑え、さらにデータ解析によってそうした汚染の影響を取り除きまし
た。現在、同様のクリーン実験室は総合研究⼤学院⼤学でも稼働しています。

【研究者のコメント】 
⾮常に質の⾼いタンパク質の解析結果が出たときには、「これは額に⼊れて飾りたいね…」と

共同研究者たちと唸りました。皆がそれぞれ異なる強みを持った最⾼の国際共同研究チームでこ
のような成果を出せたことは、⾮常に楽しく勉強になる経験でした (図 4)。またなによりも、台
湾の宝とも⾔える重要な⼈類化⽯を分析する機会をいただいたことに深く感謝しています。（蔦
⾕匠） 

図 4. 本研究に関わった共同研究者たちの⼀部。右より澤藤、タウロッツィ、カッペリーニ、 
ウェルカー、張 (⼿に持っているのは澎湖 1号の実物)、蔦⾕、海部、太⽥。(撮影：コペンハ

ーゲン⼤学・Anna Razeto Richter ⽒) 
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